
こんにちは!アトピー性皮扇圭に苦しんでいた、ダイスと申します。突然のお便り、驚かせてしまった〉、すみません。私は、デュピ7セントについて体験説を前に公開している者です。この度、貴女のお父様(ハンドルネーム:年金生活者の父親様)よりご相説を受け、勝手ながらお便りを作成しております。余計なお世話だとは思いますが、少しの間だけ、お付き合い下さい。すみません。私は、一社、対抜生の頃からアトピー性煽たの症状が出始め、軽微だったごう次第に筅回は全身にまで広がり、度合いも酷くなる一方でた。大学生の頃には初めて「脱ステ」に挑戦し、ジョギングで?、漢方医の恩師のお陰もあって、成功。2年)るうほで、ステロイド要らず、アトピーである?もなくなる生活を送ってました。70-、「治ったんだな。?か」だ」なんて思ってました。社会人2ヶ目の7月1日、父が亡くなり、様々な事情から、喪主を務めましたが、.、その辺りからみるみる皮肩が悪 N、ここうごころから浸出液も出るようになりました。ステロイドは2反て使わないと決めてたのですが、医者の指示列使い、一羽は良くなったものの、また孫恤 v。?っかう→悪くなる→集→悪くなる→菜...うんざり。2組の脱トラは、地名だした。本当に。何度、「生きていくのに、向いてない体質」「生きてるの辛い」と思ったかわかりません。攵周りで色々トラブルもあったので、今になって思い出してみても、私の人生の暗黒期ですし?」。お度ももうなくなってきていて、社会復帰しないて生活??できなくなる懸念があったので、?にかかり、指示通りステロイド(デルびーけを、全身にたっぷり使いました。



(2枚目です。長くなって、すみません。)表面的には回復し、ストレスから遠ざかりつつ生活を組?夢を追おうと思った私は、予備校に京熾坦はした。なんやがん性泊して、1、 QOL を向上させたいては思って完全な脱ステもしきれないまま的は経ち、.、昨今、テンピ7セントのことを知りまた。経済的な負荷・・方法(注射が苦手)も旅に凄く嫌でいたに他に諄がないか祠泌けました。私と妻には見つけられませんでした。少なくとも、当時(209年2月頃)は、です。観念する)のようにデ07で1を使用してみると、解はすぐに実盛できました。経がすること、数箇月で皮扇は硬かった部分含め、全て瑞々しい柔らが柄になりまた。これには、かなり恐身はた。貴女が、これかうじのようなライフプランを立てられているか、私は存じません。私はず?焼きなので申し上げますが、アトピー性皮扇炎で苦しむ時間は減らすに越たことはありません。理想は、苦しむ時間が全くないことです。そちらの方が、執だて私摠うかうです。が様、デぜにントの費用を負担する」とまで、言って頂けています。「お近くの病児で、デジにント治療を行ってる病児を見つけ、治療を始めまいう。皮肩が良くなったら、貴女の Qd も上がりますし、お父様も嬉しいに違いありません。




